
情報業における経営理念と TQC

田村寿雄
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はしがき

ビジョンといっても千幾万別の中小企業ではそ

れぞれ事情も異なると思うが，弊社では毎年，経

営方針，総合計画書を年頭に全社員に配布発表し

ている.情報化社会では，特に経営者は小さく毘

らず，まず自分の心を開いて学ぶ姿勢が大切であ

り，ユューメディア. 1 N S .ホームパンキング

.在宅勤務等といった新しい波のゆさぶりの中で

いかにして自分を見失わないようにすべきか大き

な課題となっている.情報化社会における経営戦

略においては今後ますますシステム化の概念は必

要であるが，システム化そのものは学術理論に乗

せることができるが，やはり本質を忘れてしまっ

てはこれからの情報化社会に対応できなくなるで

あろう.

1. 経営基本理念

経営理念一経営方針ー総合計闘一部門計画一個

人計画という関連のもとに，弊社の経営理念はま

さしく「情報産業の未来に挑戦ずる」ことであ

る.経営基本理念は昭和例年に制定され，以来こ

の基本理念にもとづき中長期ピジョ γを策定，中

期計画第 i 次計画の達成，現在第 2 次計習の質的

拡充とその達成に掲げて全社員一致協力推進を計

っている.
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この 15年間コンピュータ，エレクトロニグス，

LS I，光ファイパー，パイオテクノロジー，ニ

ュ}セラミ γ クスなど革新技術の進農はとどまる

ところを知らず，石油ショック後の低成長経済，

さらに量まから質の成熟経済構造と相まって，いよ

いよ工業化社会から本格的な高震情報化社会へと

移行しつつある，このことは1700年代農業社会か

ら工業社会へと転換したイギザスの第 i 次産業革

命，さらには自動車という技術システムを中心と

するアメリカ型の第 2 次産業革命，そして今はじ

まりつつある第 3 次といってもよい日本製の新産

業革命に臨関している.

ここにおいて情報産業という産業概愈の現状お

よび将来的意味づけをここで考え直し，現在の弊

社の位盤づけから情報産業の未来の可能性をさぐ

りつつ新農業革命に対患できる第 3 次中期計露策

定の足がかりとして準鋳している.ここに今後展

開が予測されるであろう新情報産業の構造設な図 1

で明らかにしたい.

ひと口に情報産業といった場合，何を摘すか人

々の頭に鞍理きれないのが実情である.狭畿の観

点からはコ γ ピュータを中心としてその機器を生

産するハードウェア業，情報の処理と提供念行な

う情報処理提供サーピス業，コンピュータヅ口グ

ラムを鍔発するソフトウェア業を携す，広義の観

点からは前者のハードウェア業，情報処理提供サ

ービス業，ソフトウェア業をはじめ現在の?スメ

ディアといわれる新聞，雑誌，ラジオ， 7 レピな
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ことになる.このことは，現状の00業界といっ

た枠内だけでの論議では真に視野の狭いものとな

り，企業の発渓路線をえがくことはほとんど不可

能といわざるをえない.

どの報道産業，出版産業，広告産業，印刷・製版

・製本産業，郵便，通信，映画などの出来の産業

群に，最近は情報の多様化の観点からの教育産業，

レジャー産業，研究開発産業，専門職能サービス

など，新しい産業群i:でを包含するようになって
TQC理愈とその推進

弊社の場合，昭和44年からこのような方針・計

繭書を毎年明文化してきたことがORそのもので

ある.ハード社会からソフト社会への移行にとも

ない，情報業でも品質管理というか目標達成とい

うか，やはり経営効率イとを量の逝でも費の面でも

2イ
いる.

そして情報化社会がますます高度化し，現状の

情報産業とみなされる産業群が複雑にからみ合

い，既存メディアにこれからはじまるニューメデ

ィアが複合あるいは融合しはじめるにつれて，当

然いままですこなかったような情報産業も生まれる
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新情報産業の構造図 1
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図 2 TQCの概念
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データ，事実にもとづく原理

予防の実践

o 
経験を次の仕事に活かす

(再発防止)

整備せねばならない.弊社ではソフトの品質管理

にTQC( トータルクオリテイコントロール)理念

を推進している.

特に弊社の場合，情報化社会の進展により産業

界がロボット化， OA化などいわれる中にあって

広告制作という業務あるいは新聞広告製版， s p 
とし、う業務は基本的には真に労働集約的であり，

このことは今後いっそう知識労働集約的にならね

ばならない.しかしながらこれらのすべては社員

1 人 l 人の問題認識と解決意欲が基本になるもの

である.これを基本的に支える理念方法がTQC

なのである.

図 2 で示す品質とは，①製品の品質，②製品と

それにともなうサーピスの品質，③サービスその

ものの品質，④業務全体の品質つまり全社的企業

活動の品質を向上させることである.

要約すれば全社員がお得意、様あっての企業であ

るという真に当り前のことを最も経済的水準で確

実に実践することであり，これは情報サーピス業

の原点でもあろう.

1984 年 5 月号

ノウハウの蓄積

以上の観点から弊社では各部門ごとにチェッグ

・ポイントを細部にわたって指示，チェック項目

ごとのデータ収集を行なっている.たとえば営業

マンの日常活動でいうと，営業日報の提出ととも

にその日報が本当に役立つているかどうかをチェ

ックするとか，原稿受注管理では受注原稿の難易

度に応じた作業を指示しているかとか，細心の注

意をもって日常の積み重ねをしている.

3. 低経済成長と高齢化社会

次に，わが国で論議の的になっている高齢化問

題について簡単に述べたい.これはどの会社でも

むずかしい問題であろうが，はたして真剣にその

対策がなされているかというとあんがい心細いと

いうのが実情ではなかろうか.

弊社の場合，表 l のような年齢構成推移であ

る.

これを見ていえることは， 50年まではある程度

ピラミッド型となっている.

59年まで定年年齢該当者はほとんどなく，この

(7) 269 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



表 1 紛東京エユースの年働構成推移

(51事) (54年度)

60-

10名 10名 30名

間逆ピラミッド型を少しでも筒型にするために

は， 55年以降計画的に若年者採用を実施せねばな

らない.この結果，先行投資型人件費の増大をき

たす.この結果，経営ノミランスを維持するために

は定昇率の見直しと同時に新規需要の開拓，新規

部門の開発など急務である.

60年以降，いよいよ定年該当者が毎年発生，こ

れに対する会社としての対策，個人としての対策

など待ったなしにはじまるのである.

0高齢化社会における企業人としての心がける

ベき意識構造の変革への努力

青年期一一次代を背負う期待…・・期待にこた

える基礎確立

壮年期一一組織執行の中核……中核にふさわ

中年期~しい実力緬養と人事運用
熟年期一一ー綜合的能力または専門的能力によ

り組織執行上のよきアドパイザ

よきコーディネーター

高老年期一組織人としては若者のよき支援者

であり，それにふさわしい内容の

保持者，自己にとっては老後の人

生をより豊かなものにする心の準

備努力

おわりに

以上，情報業といっても，弊社における具体例

270 (8) 

(58年度)
(63年度)

あるべき筒型構成 (68年度)

10名 30名 10名 30名

を紹介してきたが，このような例は広くサーピス

業全般に受け入れられる事柄と思う.とかく中小

企業というと，計画などはあってなきがごときも

の，と L、う場合が多いが，中小企業だからこそこ

れからは理念，ピジョンづくりそして成果の反省

が企業推進の条件となろう.さらにOR研究家各

位の努力により中小企業としてのOR理論，技法

が大成化されれば幸いである.そして常に忘れて

ならないのは人間そのもの，人生の価値そのもの

が何かの追求こそがあらゆる理論の根底をなすも

のではなかろうか.最後に本誌の編集委員より

2 , 3 の問いを受けたので、ざっくばらんにお答え

をする次第である.

岡 田村社長は対外的には中小企業家同友会全国

協議会の常任理事，それに東京中小企業家同友

会の代表理事を兼ねているわけですが，同友会

について簡単にご説明願えませんか?

田村昭和32年に発足し，東京が1600社で中心的

存在ですが，その後全国的に拡大し全国で 17000

社におよんでいる.任意団体ですが異業種の交流

を徹底化している.

目的は，

(1)経営体質の強化(経営者資質の向上強化)

(2) 経営環境の改善

(3) 会員相互の自主的運用

で，共同事業としては全国各地で共同求人委員
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会，金融共済，厚生事業，企業信用調査，従業員

の福祉厚生などを実施している.

問 中小企業経営者の特色は何でしょうか?

田村 中小企業の場合，社長そのものといってよ

い.ここが大企業と異なるところである.東京中

小企業家同友会では「中小企業家」とし、う経営者

向けの専門誌を発刊しているが，会社はトップの

キャリアとキャパシティ以上には大きくならない

ものである.環境条件などが良すぎたりして，そ

れ以上に大きくなると倒産して社会悪を生じてし

まう.

だからこそ中小企業家の最大の仕事は社員のた

めにも，自分のキャパシティ(全人格的な意味で

の)を大きくする努力をすることである.

問 中小企業経営者の欠点とは何でしょうか?

田村毎日が多忙でむりからぬ点もあるが，どう

しても視野が狭くなりがちである.一部の同業者

同僚あるいはゴルフ友だちといった非常に狭い範

囲内でしか行動していない.中小企業だから狭く

てよいという考えでは飛躍発展できないわけで，

決定的な弱点となっている.

聞 では欠点、を克服しキャパシティを拡げるには

どうしたらよいでしょうか?

田村 あらゆる機会を活かして努力修練するより

方法はないが，

(1)先入観念をとり払うこと

あそこへ行ってもどうせ，あいつはログな奴

ではないし，俺の仕事とは何の関係もないし…

…といった先入観や，相手が大きし、からといっ

て自分を卑下したりしない.

(2) 自分を無にすること

これは小さく固まらないように精神構造面で

も御して学ぶ姿勢というか，自分のほうから心

を聞かなければ相手が開くはずがないというこ

とである.高度情報化社会といってもその原点

はフェイス・ツー・フェイスの人間関係を忘れ

ではならない.

(3) 異業種の企業家とつきあうこと

もちろん開業者の会合も大切だが，これから

は異業種聞の交流が大切で，中小企業家同友会

でもこれを前提に組織化している.

間 最後に若手企業家の率いるソフト会社やベン

チャー・ビジネスが急成長をしていますが，落

し穴があるとすればどんな点でしょうか?

田村 社会責任を再認識できるかどうか，ではな

いだろうか.そして，一貫した経営理念あるいは

自己の人生におけるバックボーンをもっという姿

勢の練磨を忘れてしまうと落し穴があるかもしれ

ない.

このためには具体的には企業のもつビジョンが

大切で，今は大企業の仲間入りをしている京セラ

の稲盛社長，それからコンピュータ・サーピスの

大川社長の経営方針には私としても共鳴している

次第である.同友会の考えてきた理念とまったく

同じでもあるし，この両者の方針はよき手本と思

う.

事例研買の原稿募集 i 

ORの特徴は実践にあるといわれています. をどしどしお願いします

実際的な応用をぬきにした理論ということは 原稿の長さ:学会原稿用紙36枚 (25字 xl2

ORでは考えられません. 行)以内(図・表のスペースを含む) ー

「この問題はこう処理したが，もっとよい 申し込み:学会事務局へ原稿用紙をお申
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